
社
会
全
体
で
育
む

　

家
族
の
形
に
正
解
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
安
心
で
き
る
場
所
、
自

分
の
居
場
所
が
家
族
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
自
分
の
安
心
で
き
る

居
場
所
は
、
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

で
す
。
全
て
の
子
ど
も
が
安
心
で
き

る
家
族
と
過
ご
せ
る
選
択
肢
を
増
や

す
た
め
に
、
里
親
制
度
は
大
切
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
里
親
制
度
に
つ
い
て
、
知
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
が
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
、
自
分
で
調
べ
て
み

る
、
説
明
を
聞
い
て
み
る
、
週
末
里

親
を
し
て
み
る
、
ど
ん
な
方
法
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
一
歩
踏
み
出
し
て
み

れ
ば
、
あ
な
た
に
も
で
き
る
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
里
親
に
な
ら
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
自
分
に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル

で
社
会
的
養
護
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
と
関
わ
っ
た
り
、
理
解
し
た
り
、

想
っ
た
り
す
る
こ
と
で
支
え
て
い
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
あ
な
た
の
一
歩

が
、
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
む
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　児童養護施設でも、職員は愛情を持って子どもたちと接
していますが、家族と違い職員交代の時間になると養育者
が変わるという環境で生活しています。子どもの頃に特定
の大人と愛着関係を築くことは心の安定や成長につながり
ます。家庭で生活することで、生活のルールを身に付けら
れるだけでなく、自分の家庭を築く時のモデルになります。
子どもの選択肢を広げるためにいろんなタイプの里親さん
が増えるとうれしいですね。
　きらきらでは、里親募集から委託後の支援まで包括的に
行っています。委託が始まったら、定期的に家庭訪問し、
必要に応じて学校や町などの関係機関と連携してサポート
していきます。きらきらの強みは里親さんが困った時に、

24時間すぐに相談できるよ
うに相談員が全員、業務用
の携帯電話を持って支援体
制を整えています。里親さ
んと一緒に子どもたちを育
てていく気持ちでお手伝い
していきます。

里親制度
知ると、あなたにもできることがある

●問い合わせ　役場子育て支援課　子育て支援係　☎ 096（293）5981

８
割
が
施
設
で
暮
ら
す

　
日
本
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
族

と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
約
４
２
，

０
０
０
人
、
県
内
に
は
、
約
６
５
０
人
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
を
家
庭

で
一
時
的
に
預
か
り
、
子
育
て
を
す
る
役

割
を
担
っ
て
い
る
の
が
「
里
親
」
で
す
。

　
子
ど
も
は
、
安
全
で
安
心
で
き
る
家
庭

環
境
の
中
で
、
特
定
の
大
人
と
安
定
し
た

愛
着
関
係
を
つ
く
る
こ
と
で
、
自
己
肯
定

感
を
育
み
、
よ
り
よ
い
対
人
関
係
を
築
く

力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
あ
た
た
か
い
家

庭
環
境
の
中
で
、
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と

は
、
子
ど
も
の
大
切
な
権
利
で
す
。

　
し
か
し
、
日
本
で
は
、
親
と
離
れ
て
暮

ら
す
子
ど
も
た
ち
の
う
ち
約
８
割
が
、
乳

児
院
や
児
童
養
護
施
設
な
ど
の
施
設
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
い
ま
、
こ
の
瞬
間
も
温

か
い
家
庭
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
い
ま
す
。　

　
里
親
に
対
し
て
、
子
ど
も
が
小
さ
い
時

か
ら
大
き
く
な
る
ま
で
、
長
い
間
育
て
て

い
く
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
数
日
だ
け
子

ど
も
を
預
か
る
週
末
里
親
や
季
節
里
親
も

あ
り
ま
す
。
里
親
制
度
を
知
れ
ば
、
あ
な

た
に
も
で
き
る
こ
と
が
見
つ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
正
し
く
知
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　３年前、里親募集の新聞記
事を見つけ、すぐに問い合わ
せをしました。教師の仕事を
退職した今でも子どもたちに
関わりたいという気持ちは強
く、うつむいて歩いている子やしょんぼりしている子を見
ると、あの子は幸せなのかなと気になるんです。
　まだ長期の里親経験はないですが、中学生の A さんを１
泊２日で３回と、高校生の B さんを40日間ほど預かりまし
た。B さんと初めて会った時、何と声をかけてよいのかわ
からず、最初の一言が出てきませんでした。それでも、毎
日、少しずつ会話をしていくと、ある日、急に B さんの態
度が変わったんです。ゲストとしてではなく、家族と同じ
ように接したときでした。それからは、お互いに打ち解けて、
楽しく過ごすことができました。
　短期間の受け入れでも大変でしたが、相談支援員さんの
支援があったおかげでみんなで子育てをしているのだとい
う安心感がありました。今後も、子どもたちのために里親
を続けていきたいです。

　県から委託を受けて里親に関する総合的な支援を行っている養育家庭支援センターきらきらの里親等相
談支援員の福岡敏さんと里親として短期の受け入れを行ったことがある宇野富子さんに話を聞きました。

ま
ず
は
説
明
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

毎
月
第
２
金
曜
日
は

　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

●
時　
間　
①
午
前
10
時
～　

　
　
　
　
　
②
午
後
２
時
～　

　
　
　
　
　
③
午
後
７
時
～

説
明
会
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は

左
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ

ホ
で
読
み
込
み
、
メ
ー
ル
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

里
親
登
録
も
受
付
中

　

里
親
登
録
の
申
し
込
み
は
養
育

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
き
ら
き
ら
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
登
録
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
養
育
家
庭
セ
ン
タ
ー
き
ら
き
ら

　
☎
０
９
６（
３
８
３
）８
１
０
０

　

 kirakira@
jiaien.or.jp

　

養
育
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
き

ら
き
ら
で
は
、
個
人
や
団
体
に

説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Zズ

ー

ム

o
o
m
で
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会

も
行
っ
て
い
ま
す
。

Q共働きでも大丈夫？
A可能。ただし、子どもの養育に支障がでる場合は調
整が必要なこともあります。

Q独身でも里親になれる？
A養育里親のみ可能。経済的に困窮していないことや、
県が行う養育里親研修を修了しているなどの一定の要
件を満たしていれば里親になることができます。

里 親 の 種 類

養育里親 養子縁組里親

内容
家族と暮らせない子どもを一定期

間自分の家庭に迎え入れる
養子縁組によって、
子どもの親になる

親子関係 里親と親子関係がない 里親と親子関係がある

受け入れる
子どもの年齢

0 歳～18歳
（必要と認められれば20歳まで）

原則15歳未満の子ども
（特別養子縁組が前提）

国からの補助 行政から支給される費用 ０円

週末・季節里親もあります！
●週末里親
　２泊３日など、週末だけ子どもを養
　育します。
●季節里親
　夏休みや冬休みなど学校の休業期 
　間に数日間にわたって子どもを養
　育します。

里 親 Q & A
Q実子がいても里親になれる？
Aなれます。実の子どもに里親になることを伝え、理
解を得たうえで、新しい家族を迎えるのが理想です。
実の子どもの年齢や性別を考慮して、委託する子ども
を決めることもあります。

もっと詳しく知りたい人は
県のホームページをご覧ください▶

里親を支える人と里親経験者にインタビュー

説明会の申し込み
はこちら▶

養育家庭センターきらきら
里親等相談支援員

福
ふく
岡
おか
　敏

さとし

さん（大津町担当）

里親経験者
宇
う
野
の
　富

とみ
子
こ

さん（平川）　

里親さんと一緒に育てる

里親は
長期だけではない
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